
太田市立宝泉中学校

学力向上通信 No. 2
（ Lv . ５）

令和６年４月１０日

テストの目的とは・・・
１年生にとって、中学校生活の全てが「初めて」で、緊張感をもって

過ごしていることでしょう。その中でも、４月１２日（金）に、１年生では「新入生テスト」、
２年生・３年生では「期始めテスト」が実施されます。「国語・数学・英語・社会・理科」の
５教科の筆記テストを、１教科あたり５０分間で行います。教科によっては、
聞き取り（リスニング）問題が出題されることもあります。
下の表に、中学校で行う「テストの種類」について、まとめてみました。

＜定期テスト＞ 種類 ＜実力テスト＞

①中間（国・数・社・理・英）の５教科 （国・数・社・理・英）の５教科
科目数 ※「期始テスト」、「◯休み明けテスト」と

②期末（５科＋音・美・保体・技家）の９教科 呼ばれることもある

・各学年の教科担当者 作成者 ・テスト作りの専門業者
※国語の先生 → 国語のテスト ※群馬県（太田市）で共通した問題

・最近の授業で扱った内容 範囲 ・今までに学習した内容全て（過年度含む）
※教科書や授業用ワークから出題が多い ※学年が上がると範囲が広くなる

◯授業の内容の理解度を先生に伝えるため ◯学習したこと、身につけた技能を総合的に
目的 発揮し、自分の力を理解するため

◯自分が分からない所を細かく再確認し、 ※高校入試は、受検生を
学習方法を改善し、成長していくため 「振り分ける」ために実施する。

それぞれのテストで、受ける前に「何をして」「どうなりたいのか」を明確に持とう！

宝泉中生になった１年生には、
実力テストや定期テスト
（中間テスト・期末テスト）の
受け方をしっかりと覚えて
もらいたいです。
また、２年生、３年生は改めて
確認する良い機会にして
もらいたいです。


